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「感動の二学期に」 ー二学期始業式ー

長いと思っていた夏休みも終わりました。今日、元気な皆さんの姿を見ることができ、大変嬉
しく思っています。振り返ってみると、部活動やボランティア活動で多くの生徒が活躍してくれ
ました。
部活動では、運動部の選手権大会や新人大会、文化部のコンクールなどで、練習の成果を発揮

し、全力で取り組む姿は、見ている者を感動させてくれました。私も、皆さんの頑張る姿を見る
のが生き甲斐なので、できる限り会場に出向いて、多くのエネルギーをもらいました。
ボランティア活動では、「八朔の船流し」「しらかべ学遊館学
習支援」への参加、「子ども食堂」の手伝い「盆踊り大会」「金
魚ちょうちん祭り」の準備・片付けなどで、地域へ貢献してくれ
ました。昨日、地域の方が、わざわざ校長室に来られ、「柳井中
の生徒が、自分から進んで、よく頑張ってくれたので大変助かっ
た。」と話されました。私は、「参加した生徒は、地域へ貢献す
る活動を通して、一回り成長したことでしょう。こちらこそ、貴
重な経験をさせて頂き、ありがとうございました。」と話しまし
た。今後も、多くの生徒が、地域の活動に参加してくれることを
期待しています。
さて、今日から２学期が始まります。２学期は運動会や文化祭、音楽祭など多くの行事があり

ます。また、今年度は、山口県の総合文化祭が、ここ柳井市で１１月６日に開催されます。県内
中学生による優れた文化活動の発表の場です。新型コロナウィルス感染症の状況によっては縮小
されるかもしれませんが、柳井中学校も全校合唱で参加する予定です。素晴らしい歌声を「サン
ビームやない」に響かせましょう。
ところで、最高の運動会・文化祭にするには、全校生徒一人ひとりが、自分の力を出し切り、

さらに仲間が団結し、協力することが必要です。一生懸命に取り組んだその経験は、素晴らしい
ものとなります。その行事の成功をめざして努力したことは、一人ひとりを成長させます。
ただ、その行事に向けての準備の日々は、楽ではありません。本番の成功に向けて、一歩一歩

進む。日を追うごとに、体力的にも、精神的にも、しんどくなり、やめたくなるような、面倒で
苦しいときがあります。しかし、手を抜いたり、逃げたりしたら、ゴールへはたどりつけません。
感動も達成感もありません。苦しくてあきらめたくなったとき、頑張っている仲間が力をくれま
す。一人じゃない、共に歩む仲間がいるから乗り越えられるのです。逆に苦しんでいる仲間のた
めにも、自分から一生懸命やるのです。全力でやるのです。逃げないでやるのです。そうやって、
仲間を助け、仲間に助けられ、ゴールに達するのです。簡単ではないからこそ、大きな感動があ
り、一人ひとりが輝き、成長するのだと思います。全力を出し切ったからこそ、味わえる最高の
感動をこの２学期に仲間と一緒に掴んで下さい。
そのために、三つのお願いがあります。
一つめは、『まず、自分から動く』ということです。「面倒だけどきちんとやる」、「苦しい

けれどあと一歩がんばる」そうやって掴んだものはきっとあなたを成長させます。
二つめは『人のせいにしない』ということです。自分が動いた結果の責任は自分にあります。

人はうまくいかないとき、ついつい言い訳をしたくなります。他人や他のもののせいにしてしま
います。しかし、うまくいかなかったのは、自分の判断が間違っていたからか、自分の努力が足
りなかったからです。全て自分が選んで動き、今の結果となっています。自分の責任です。
三つめは『仲間を大切にする』ということです。仲間と共にやるからこそ、すごいことができ

るのです。「仲間は悲しみを半分にし、喜びを倍にする」と言われます。仲間を大切にするとは、
相手の気持ちを考えて、思いやりを持つことです。相手の良さを見つけることです。
さあ、二度とない令和４度の２学期が始まりました。一日一日の生活の中で、『まず、自分から
動く』『人のせいにしない』『仲間を大切にする』を実行して、悔いのない充実した２学期、最
高の感動をつくりあげましょう。

こども食堂で読み聞かせをする様子



8月19日から22日まで青森県弘前市で開催さ
れた第52回全国中学校バドミントン大会におい
て、本校女子バドミントン部が見事【第3位】に
輝きました。
各ブロック予選を勝ち抜いた24チームが参加

したトーナメント戦で、２回戦から登場した柳井
中は園田学園中（兵庫県）、ふたば未来学園中
（福島県）に勝利し、準決勝へと駒を進めました。
準決勝では、四天王寺中（大阪府）と対戦し、

惜しくも敗戦となりましたが、選手は力を出し尽
くし、最高のプレーを見せてくれました。

今回の結果は、時間をかけてつくり上げた
「チーム力」がもたらしたものです。そして
「チーム力」は、全国大会に参加した選手だけで
なく、今まで一緒に練習してきたチームメイトや、
陰で支えてきた保護者の方等、多くの人の思いが
込められたものです。選手はもちろん、たくさん
の人に「おめでとう」と「ありがとう」の気持ち
を贈りたいと思います。

8月21日（日）に「PTA第2回校内草刈り作業」を実施しました（6月に予定していた第1回
は雨天中止）。
前日の午後から雨が降り出し、当日の天候が心配されるとともに、新型コロナウイルスが感染

拡大傾向にある中での実施となりましたが、60名近くの方に御参加いただき、作業を行うこと
ができました。
作業は、【草刈り機によるグラウンド周辺の草刈り】【木枝の剪定】【手作業による除草】に

分かれて行いましたが、参加された皆様の大変熱心な活動のおかげで、よりよい環境を整えるこ
とができました。
本年度は、全校生徒が参加する「クリーン作戦」とタイアップする形で、保護者、地域、生徒、

教員が協働することを計画していましたが、残念ながら生徒の活動については「中止」せざるを
得ない状況となりました。
生徒たちが「自分たちのために協力してくださる大人の姿」を目の当たりにすることは、大き

な意義のあることだと考えています。今回は実現しませんでしたが、今後も、学校に関わる人達
が連携・協働する取組を充実させていきたいと考えていますので、御協力をお願いいたします。

グラウンド横草刈り クラブハウス裏除草 グラウンド周辺除草 駐車場入り口剪定

声援を力に（県選手権より） おめでとう！


